
４ 品目別価格指数の動き 
  

 (1) 財・サービス分類別上昇・下落上位品目 

財の品目別価格指数の前年比を上昇幅の大きい順に並べてみると，原油価格の高騰により，灯

油の上昇幅が最も大きくなった。その他の上位10品目については,９品目を生鮮商品が占めている。

一方，下落幅の大きい順に並べてみると，上位10品目すべてを耐久消費財が占めている。（表18） 

サービスの品目別価格指数の前年比を上昇幅の大きい順に並べてみると，介護保険制度改正の

影響により介護料の上昇幅が最も大きくなった。一方，下落幅の大きい順に並べてみると，料金

改定の影響により移動電話通信料の下落幅が最も大きくなった。（表20） 

 

   表18 財の前年比で上昇・下落幅の大きかった品目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表19 生鮮商品を除いた財の前年比で上昇・下落幅の大きかった品目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表20 サービスの前年比で上昇・下落幅の大きかった品目 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年比(％) 前年比(％)

１ 灯油 ２４．６ １ パソコン用プリンタ -３７．０

２ さといも ２３．８ ２ テレビ(薄型) -２５．６

３ かぼちゃ ２１．７ ３ カメラ -２１．９

４ かき(果物) ２１．５ ４ パソコン(ノート型) -２１．７

５ なし ２０．７ ５ ＤＶＤレコーダー -１９．６

６ えだまめ １６．６ ６ ビデオカメラ -１８．４

７ ごぼう １５．６ ７ ステレオセット -１５．９

８ 指輪 １４．２ ７ パソコン(デスクトップ型) -１５．９

９ きゅうり １３．８ ９ 移動電話機 -１４．３

１０ なす １３．２ １０ 電気冷蔵庫 -１２．０

１０ ピーマン １３．２

上　　　　　　　　昇 下　　　　　　　　落

品　　　　　　　目 品　　　　　　目

前年比(％) 前年比(％)

１ 灯油 ２４．６ １ パソコン用プリンタ -３７．０

２ 指輪 １４．２ ２ テレビ(薄型) -２５．６

３ ハンドバッグ(輸入品)   ９．２ ３ カメラ -２１．９

４ ガソリン   ８．９ ４ パソコン(ノート型) -２１．７

５ チーズ   ７．７ ５ ＤＶＤレコーダー -１９．６

６ うなぎかば焼き   ６．３ ６ ビデオカメラ -１８．４

７ プロパンガス   ６．０ ７ ステレオセット -１５．９

８ 電気カーペット   ５．８ ７ パソコン(デスクトップ型) -１５．９

９ 冷凍調理コロッケ   ５．２ ９ 移動電話機 -１４．３

１０ 砂糖   ５．１ １０ 電気冷蔵庫 -１２．０

上　　　　　　　　昇 下　　　　　　　　落

品　　　　　　　目 品　　　　　　目

前年比(％) 前年比(％)

１ 介護料 　８．８ １ 移動電話通信料  -５．８

２ 外国パック旅行 　７．６ ２ 航空運賃  -２．７

３ パスポート取得料 　５．０ ３ 振込手数料  -１．９

４ 自動車保険料(自賠責)   ４．１ ４ ゴルフプレー料金  -１．８

５ すし(回転ずし)   ３．４ ５ ビデオソフトレンタル料  -１．６

５ ハンバーガー   ３．４ ５ 温泉・銭湯入浴料  -１．６

７ 出産入院料(国立)   ２．９ ７ 都市高速道路料金  -１．５

８ 印鑑証明手数料   ２．７ ８ 駐車料金  -１．４

９ 専門学校授業料   １．５ ９ 牛どん  -１．３

９ テーマパーク入場料   １．５ ９ 自動車免許手数料  -１．３

９ テニスコート使用料  -１．３

上　　　　　　　　昇 下　　　　　　　　落

品　　　　　　　目 品　　　　　　目



 (2) 品目別価格指数の前年比の分布 

品目別価格指数の前年比の動きをみると，持家の帰属家賃の４品目を除く580品目のうち，上昇

したものは275品目（全体の47.4％），変わらなかったものは45品目（同7.8％），下落したものは

260品目（同44.8％）となった。これらの品目について前年比の階級別にみると，上昇した品目の

うち0.1％～1.0％の上昇は137品目（同23.6％），１％を超える上昇は138品目（同23.8％）であっ

た。一方，下落した品目のうち0.1％～1.0％の下落は125品目（同21.6％），１％を超える下落は135

品目（同23.3％）であった。（図21） 

 

  図21 品目別価格指数の前年比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) エネルギー指数 

エネルギー指数の動きを品目別に前年比

でみると，原油価格の高騰により灯油は

24.6％の上昇，ガソリンは8.9％の上昇，プ

ロパンガスは6.0％の上昇，都市ガス代は

3.8％の上昇，電気代は0.7％の上昇といず

れも上昇となった。（図22，表21） 

 

 

 

 

 

表21  エネルギー指数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年＝100

平成17年平成18年 前年比 寄与度

　　　 　　　　　　　 ％

100.0 105.8 5.8 0.43

電 気 代 100.0 100.7 0.7 0.02

都 市 ガ ス 代 100.0 103.8 3.8 0.04

プ ロ パ ン ガ ス 100.0 106.0 6.0 0.05

灯 油 100.0 124.6 24.6 0.13

ガ ソ リ ン 100.0 108.9 8.9 0.20
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     図22  エネルギー指数の推移 
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